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ɽ̍ຊষのత
ʢ̍ʣ自治体経営編の策ఆのഎܠ

これまで小牧市では、ত和6�（���6）年度から、̐ 次にわたる行政改革େߝを策
定し、֓ Ͷ̑ 年を目安に目ඪを定め、時代のม化にରԠした行政改革に継続的に取
り組んできました。

平成2�（2��2）年 月̐には、市長がϚχϑΣετに掲げた行政改革߲目の実現と
平成��（2��7）年度ʙ2�（2��3）年度を計画ظ間とする第̐次小牧市行政改革େ
を推進するため、重点改革ϓϥンを策定し、全ி一ؙとなって「自治体（改గ൛）ߝ
経営改革」「ڠಇ改革」「行政αーϏε改革」「ࡒ政改革」の̐ つの改革に取り組ん
できました。

また、平成26（2���）年３月には、第̒次小牧市総合計画新基本計画を策定し、
施策推進のࢹ点と行政改革のࢹ点の合が図られた自治体経営を推進するた
め、ै 来は基本計画とは別に策定・ӡ༻していた「行政改革େߝ」を新基本計画
の一෦に位ஔづけ、一体的なӡ༻を௨じて効果的・効率的な自治体経営を計画的
に推進してきました。

ۙ年、人口減少や少子高齢化がますます進行し、ࡀೖ総ֹについては今後の安
定的な市੫ऩೖを見ࠐΉことがࠔであることにՃえ、ࡀग़総ֹについては社会
อোؔ࿈経අの૿Ճなどにより֦େが続き、ࠃ・地方をわͣ、ࡒ政ঢ়گがさ
らに深ࠁ化するݒ念がڧまっています。

また、地方分ݖ改革に͏事・ݖ限のҠৡ、多様な市民χーζのରԠなど
により、業の高度化や૿େ化も想定されます。さらに今後、ٺ化したެڞ施ઃ
のߋ新などが߇えており、それにいࡀग़がେ෯に૿Ճすることが見ࠐまれていま
す。

このよ͏ なঢ়گ下において、今後も引き続き࣭の高い行政αーϏεを安定して提ڙ
し続けるためには、行政の限られた経営資源のみではࠔであるとのೝࣝのもと、
の推進にՃえ、より効果ܞ的な࿈ۃಇによるまちづくりや民間事業者などとのੵڠ
的・効率的な行政体制とݻڧなࡒ政基൫をཱ֬するなど、小牧市にとってඞཁな行
。政改革にઈえ間なく取り組Ήඞཁがありますࡒ

序 章 まちづくり推進計画の概要

第Ⅰ章 都市ヴィジョン

第Ⅱ章 市政戦略編

第Ⅲ章 分野別計画編

第Ⅳ章 自治体経営編

第Ⅴ章 計画の推進方策

資料編
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ʢ̎ʣখ市自治جຊྫͱのؔͱ自治体経営編のత
小牧市では、小牧市民憲章に掲げる理想のまちを実現するため、まちづくりの基

本理念ٴびまちづくりの基本ݪଇを明らかにし、小牧市における自治の基本的事߲
を定めることを目的として、平成27（2���）年 月̐から小牧市自治基本条例が施行さ
れました。

小牧市自治基本条例では、市民ओ体のまちづくりの進め方であるまちづくりの基
本ݪଇとして、「ࢀՃとڠಇのݪଇ」「情報ڞ༗のݪଇ」「こどもを育Ήݪଇ」を定め
るとともに、まちづくりの୲いखとして、「市民のݖརٴび」「議会・議員の」
「行政・市長・৬員の」を明֬にし、市民のまちづくりのࢀՃとڠಇの推進、
情報の発৴、ࡒ政ӡ営、市政の改ળなどにؔする基本方を掲げています。

自治体経営編は、小牧市自治基本条例をもとに、第̒次小牧市総合計画新基本
計画に引き続き行政改革େߝにあたるものをまちづくり推進計画の一෦に位ஔづけ
たものであり、各取組みを௨じた効果的・効率的な施策推進のࢹ点と行政改革の
点との合を図ることにより、将来にわたり持続可能な自治体経営を計画的に推ࢹ
進しよ͏ とするものです。
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̎ɽ自治体経営の࢟͢ࢦͱ体ܥ
ʢ̍ʣ経営ཧ೦

自治基本条例の理念をもとに、限りある経営資源を無駄なく最適に配分しながら、
市民や民間とのڠಇによる、まちづくりを推進し、*$5を効果的に活༻することで生
上さ、民全体で市民にਅにඞཁなαーϏεをҡ持性を最େ限に高めながら࢈
せ、将来にわたり持続可能な自治体経営を目指します。

ʢ̎ʣ自治体経営の体ܥ

自
治
体
経
営
編

３ 

行
政
運
営

１ 協働によるまちづくりの環境を充実します

２ 地域コミュニティ活動を推進します

３ 情報共有を推進します

１ ICT（AI）を活用し市民の利便性を向上します

２ 窓口業務などを改善・充実します

３ 民間活力の活用や連携を推進します

１ 時代に即した人材マネジメントの推進と組織体制の整備を行います

２ 人と組織を生かす内部統制体制を整備します

３ ICT（AI・RPA）も活用しながら効果的・効率的な行政運営を推進します

１ 歳入確保の取組みを強化します 

２ 歳出の削減と合理化を推進します

３ 健全で計画的な財政運営を推進します

４ 計画的な公共ファシリティマネジメントを推進します

基本施策 展開方向

４ 

財
政
運
営

１ 

協
働・情
報
共
有

２ 

行
政
サ
ー
ビ
ス
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༗基本施策１ڞಇɾใڠ

ͱ՝گݱ˗
˓小牧市では、平成�7（2���）年に「小牧市市民活動推進条例」を施行し、市民

活動ηンλーの։ઃや市民活動ॿ成ۚަ制度の創ઃ、まちを育Ή市民と行
政のڠಇルールϒοΫの策定の΄か、平成2�（2��2）年３月にはڠಇ提Ҋ事業
化制度を創ઃ、平成27（2���）年 月̐には小牧市の自治にؔする基本的なことを
ルールとしてまとめた「小牧市自治基本条例」を施行するなど、市民ओ体のまちづ
くり活動にରするࢧԉや市民とのڠಇをࢧえる組みのڧ化に取り組んできまし
た。

˓ۙ年、ϥイϑελイルの多様化や高齢化、֩ Ո化の進展などにより、۠（自治会）
Ճೖ率が下にある中、より域で多様な地域՝のରԠがظできる
小ֶ۠ߍ୯位の新たなίϛϡχティ組৫である地域ڠ議会がઃཱされており、そ
の活動ࢧԉに取り組んでいます。

˓一方で、第̒次小牧市総合計画新基本計画において、地域ڠಇにؔする各छ
指ඪはେ෯な改ળがなされておらͣ、市民・行政方のڠಇのまちづくりにରす
る意ࣝの上や市民活動の活性化、地域ίϛϡχティのڧ化にけた取組みを
さらに推進するඞཁがあります。

˓情報化社会が進展する中、引き続き報こまきと市ϗーϜϖージを中心に市政情
報をਖ਼しく市民にえڞ༗を図るとともに、より෯い年代の情報提ڙを推進
するため、4/4の活༻にも力をೖれていくඞཁがあります。

˓今後も、市民・行政の方にରする意ࣝܒ発や事業の推進、市政情報などの適
切な情報ڞ༗により、市民と行政がڞ௨の目的・目ඪのୡ成にけ、ڞに考え、ڞ
に行動するڠಇのまちづくりを推進するඞཁがあります。

�7� �7��7�
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【関連条例・関連計画】
　・小牧市市民活動推進条例
　・小牧市情報ެ։条例
　・小牧市ݸ人情報อޢ条例
　・小牧市自治基本条例
　・小牧市地域ڠ議会にؔする条例
　・小牧市情報ηΩϡϦティϙϦシー
　・まちを育Ή市民と行政のڠಇルールϒοΫ「はじめの一า（理念）編」
　・まちを育Ή市民と行政のڠಇルールϒοΫ「ؾݩなまち育て（実）編」

ඪࢦͼঢ়ଶٴ策のతࢪຊج˗
【基本施策の目的：目指すまちの姿】

市民と行政が適切な役割分担や情報共有のもと、信頼関係を深めなが
ら同じ目的・目標を共有する協働によるまちづくりを推進します。

【まちの状態を表す指標】
指ඪ໊ 基४ 目指す方

（۠自治会）や市民活動ஂ体などが։࠵する活動にա１ڈ
年間で１ճҎ上ࢀՃしたことがある市民のׂ合 3��2ˋ ˢ

（۠自治会）Ճೖ率 ����ˋ ˢ

ύϒϦοΫίϝンτ１݅あたりの意見 ���݅ ˢ

ܥ策の体ࢪຊج˗
基本施策 ༗ڞಇɾใڠ 展։方１ ͮͪ·ಇʹΑΔڠ Γ͘ͷڥΛॆ࣮͠·͢

展։方２ ҬίϛϡχςΟ׆ಈΛਪਐ͠·͢

展։方３ ใڞ༗Λਪਐ͠·͢
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˗ల։方 ɿ̍ڠಇʹΑΔまちづくりのڥΛॆ࣮͠ま͢
【目標】
˓市民活動の活性化とڠಇによる取組みのॆ実を図ります。
【手段】
˓自治基本条例について、༰をؚめたೝ度を高め、行政計画の施策展։とあ

わせたڠಇを推進します。
˓市民活動のさらなる活性化にけて、新たに「こまき市民ަྲྀテϥε」をඋし、

人ࡐ育成も見ਾえた活動のॆ実を図ります。
組みについて、ඞཁಇのڠԉ制度などのࢧಇ提Ҋ事業化制度や市民活動ڠ˓

にԠじてݕ ・ূ改ળを行 と͏ともに、くपすることにより市民ࢀՃの機会を૿や
します。

˓市民のまちづくり意ࣝの上のとして市民౼議会を։࠵します。
業やେֶ、行政がさま͟ا˓ まな分野で࿈ڠܞ力します。
【展開方向の進捗状況を測定するための指標】

指ඪ໊ 基४ 目指す方
市民活動ஂ体 ��2ஂ体 ˢ

ಇによる事業実施ڠ �3事業 ˢ

˗ల։方 ɿ̎Ҭίϛϡχςィ׆ಈΛ推進͠ま͢
【目標】
˓ϥイϑελイルの多様化や高齢化が進み地域活動の୲いखが減少するなど、地

域が๊えるさま͟ まな՝について、地域住民が自らओ体となってղܾに取り組
Ήことができる組みをඋし、地域活動のॆ実を図ります。

【手段】
˓小ֶ۠ߍ୯位の新たなίϛϡχティ組৫である地域ڠ議会のઃ ・ཱӡ営をࢧԉ

するとともに、地域ڠ議会の制度化や情報ަの組みづくりを進めます。
˓地域のࢧえ合いの組みをڧ化するため、地域ϙインτ˞のࢀՃ者を૿やしま

す。
˓自治会活動ϚχϡΞルのॆ実や۠長をରにしたݚम会を実施するなど、۠ 長

会や （۠自治会）の活動・ӡ営をࢧԉします。

�76 �77
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【展開方向の進捗状況を測定するための指標】
指ඪ໊ 基४ 目指す方

地域ϙインτ（地域ڠ議会ؔ）のࢀՃ者 ̔人 ˢ

地域ϙインτ制度を活༻している地域ڠ議会の 議会ڠ１ ˢ

۠長をରにしたݚम会などのࢀՃ者 232人 ˢ

˗ల։方 ɿ̏ใڞ༗Λ推進͠ま͢
【目標】
˓市民との৴པؔをよりݻڧなものとするため、市民とのίϛϡχέーションをڧ化

します。
【手段】
˓インλーωοτや4/4などをੵۃ的に活༻し、෯い年代市政情報をਝ速かつ

分かりやすいܗで提ڙします。
˓市民の、ύϒϦοΫίϝンτ制度をӡ༻する΄か、λンϛーティングなどを։࠵し

ます。
˓審議会などにおいてެื委員をੵۃ的にొ༻します。
に配ྀしながら小牧市情報ެ։条例に基づき、適切に行政情ޢ人情報のอݸ˓

報をެ։します。
【展開方向の進捗状況を測定するための指標】

指ඪ໊ 基४ 目指す方
市ϗーϜϖージのΞΫηε݅ ������݅�月 ˢ

市4/4のϑΥロϫー 632�人 ˢ

報こまきをຖ߸ಡんでいる市民のׂ合 6��7ˋ ˢ

�7��7�
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政αʔϏε基本施策２ߦ

ͱ՝گݱ˗
˓小牧市では、૭口業の改ળやެڞ施ઃの։業֦େなど行政αーϏεの࣭

の上に力をೖれており、ۙ 年では、住民ථのࣸしなどのίンϏχަ˞、ࣰ Ԭࢧ
ॴの取ѻ業の֦ॆ、༵の市民՝ٳ૭口の実施などに取り組んできまし
た。

˓Ξンέーτௐࠪによると「今後よりॆ実を図るき取組」を࣭したとこΖ、最もճ
が多かったのは「平時間֎やの૭口αーϏεのॆ実」であり、「ख続きや
૬ஊなど૭口αーϏεのϫンετοϓ化」がこれに次いでいます。

˓情報化社会が進展する一方、地域社会では今後さらに高齢化が進展することな
どを踏まえ、市民のརศ性やຬ度を高めるためには、*$5（"*）のੵۃ的な活
༻もݕ౼し、行政ख続きについて可能な限り؆ૉ化やਝ速化などརศ性の上
を推進するඞཁがあります。

˓平成3�（2���）年̐月現ࡏ、���施ઃにおいて指定理者制度˞をಋೖし、
αーϏεの上と効率的な理ӡ営を行ってきました。また、民間事業者にରし
事業委ୗを行 こ͏とで、民間活力の活༻を行ってきました。今後も民間事業者の
活༻がましい事業のݕ౼を継続して行っていくඞཁがあります。

˓市民χーζが多様化・ෳࡶ化する中、限られた人員体制の中でますます୲ ͏き
業ྔが૿େすると見ࠐまれます。今後、市民χーζを的֬にଊえ、市民がຬ
感をಘられるよ͏ な࣭の高い行政αーϏεを継続的に提ڙするためには、ࠃの動
߸人൪ݸ、野にཱちࢹ的なظ考事例なども踏まえつつ、中長ࢀやଞ自治体の
Χーυ（ϚイφンバーΧーυ）や民間活力のੵۃ的な活༻も念಄に、適切なख๏で
行政αーϏεをҡ持・上させるඞཁがあります。

�7� �7��7�



第
Ⅰ
章

第
Ⅱ
章

第
Ⅲ
章

第
Ⅴ
章

ࢿ
ྉ
ฤ

第
Ⅰ
章

第
Ⅱ
章

第
Ⅲ
章

第
Ⅴ
章

ࢿ
ྉ
ฤ

ୈ
ᶚ
ষ

ୈ
ᶚ
ষ

序 

章

序 

章

Ӧ編ܦମ࣏ࣗ

খࢢͷ৽͍͠·ͪͮ Γ͘ʹࢢ͚ͨຽҙௐࠪ݁Ռ
ʮޙࠓΑΓॆ࣮ΛਤΔ͖औͷճʯ

ճ

ख続きや
૬ஊなど
૭口αー
Ϗεのϫ
ンετοϓ
化（؆ૉ

化・ਝ速化
の推進）

平時間
֎や
の૭口
αーϏε
のॆ実

ॴ（市ࢧ
民ηン

λー）の૭
口αーϏ
εのॆ実

ిなど
のおい
合わせ
のਝ速

かつ分か
りやすい

ରԠ

ίンϏχΤ
ンεετΞ
やインλー
ωοτで

の取ѻい
αーϏε
の૿Ճな
どརศ性
の上

৬員の
૭口Ԡ

ରにおけ
る۰
能力の
上

そのଞ 無ճ

��76
（˓は２つ

まで）
���7 ���� �7� ��3 �3� ��� �� �7�

【関連条例・関連計画】
・指定理者制度にؔする指

ඪࢦͼঢ়ଶٴ策のతࢪຊج˗
【基本施策の目的：目指すまちの姿】

サービスの受益者であり負担者でもある市民に対し、質の高い行政サー
ビスを提供します。

【まちの状態を表す指標】
指ඪ໊ 基४ 目指す方

ಧग़・ख続き・ূ 明ॻަなどの૭口αーϏεやެڞ施ઃ
がར༻しやすい、ศརとࢥ 市͏民のׂ合 ����ˋ ˢ

ূ明などの年間ަ݅の ち͏本ிࣷҎ֎でのަ݅
のׂ合（住民ථのࣸし、ҹؑొূ明ॻ、ॴಘ・՝੫ূ明
ॻ）

���6ˋ ˢ

指定理者制度ಋೖ施ઃのར༻者（ࣇಐؗなど） ���2��3人 ˢ
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ܥ策の体ࢪຊج˗
基本施策 αʔϏεߦ 展։方１ �*$5（"*）Λࢢ͠༺׆ຽͷརศੑΛ্͠·͢

展։方２ ૭ۀޱͳͲΛվળɾॆ ࣮͠·͢

展։方３ ຽؒྗ׆ͷ׆༻࿈ܞΛਪਐ͠·͢

˗ల։方 ɿ̍*$5�ʢ"*ʣΛ׆༻͠市ຽのརศੑΛ্͠ま͢
【目標】
˓ிࣷ֎でもར༻できる行政αーϏεを֦ॆします。
【手段】
。ίンϏχަのར༻を促進します、ٴ人൪߸Χーυ（ϚイφンバーΧーυ）のීݸ˓
。します౼ݕ人൪߸Χーυ（ϚイφンバーΧーυ）を活༻した新たなαーϏεをݸ˓
˓"*を活༻し、市民からの合せに2�時間36�ରԠするシεテϜをಋೖします。
˓ಓ࿏のෆ۩合などを市民が௨報できる市民ϨϙーτシεテϜを構ஙします。
˓ར༻しやすい施ઃ༧制度のݕ౼を進めます。
【展開方向の進捗状況を測定するための指標】

指ඪ໊ 基४ 目指す方
ϚイφンバーΧーυのަ率 �3�73ˋ ˢ

ίンϏχަのަ݅ 3�73ຕ ˢ

市民ϨϙーτシεテϜをっている市民のׂ合 7�6ˋ ˢ
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˗ల։方 ɿ̎૭ۀޱͳͲΛվળɾॆ࣮͠ま͢
【目標】
˓市民にとって分かりやすく、ར༻しやすい૭口αーϏεを提ڙします。
【手段】
。૭口（ຖि༵）の։ிのपとར༻を促進しますٳ˓
。ॴの取ѻ業を֦େしますࢧ˓
˓ிࣷにおける૭口業のख続きの؆ૉ化やਝ速化などを進めます。
【展開方向の進捗状況を測定するための指標】

指ඪ໊ 基४ 目指す方
૭口（市民՝）での取ѻ݅ٳ ʵ ˢ

ॴ૭口（֦ॆ業）での取ѻ݅ࢧ ʵ ˢ

取ѻ業を֦ॆしたࢧॴ １ ˢ

˗ల։方 ɿ̏ຽؒྗ׆の׆༻࿈ܞΛ推進͠ま͢
【目標】
˓多様化・ෳࡶ化する市民χーζや業の効率化にରԠするため、民間活力の活

༻や適切な࿈ܞを推進します。
【手段】
˓ެの施ઃにおいて、指定理者制度や民間Ҡを適ਖ਼かつԁにӡ༻します。
˓֎෦委ୗの効果が見ࠐまれる業についてಋೖを進めるとともに、ඞཁにԠじて

民間事業者とのର（αンディング˞）などの࿈ܞを行います。
【展開方向の進捗状況を測定するための指標】

指ඪ໊ 基४ 目指す方
指定理者制度ಋೖ施ઃにຬしているར༻者のׂ合 ʵ ˢ

新نに֎෦委ୗした業の݅ ̌݅ ˢ
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政ӡ営基本施策３ߦ

ͱ՝گݱ˗
˓ઌ行きෆಁ明な時代が続く中、社会経ࡁ情のม化にଈԠしながら限られた経

営資源を༗効に活༻し、持続可能な自治体経営を推進していくためには、৬員の
能力の上、効果的・効率的な推進体制の構ங、各෦ॺの自的な経営能力の
発شによる全体最適のまちづくりに全ி的に取り組Ήඞཁがあります。

˓このよ͏ なೝࣝのもと、৬員の۰能力の上はもちΖんのこと、৬員一人ͻとり
の一のϓロ意ࣝのৢ成と自的な人ࡐの育成の΄か、多様な人ࡐの活༻、
ϫーΫ・ϥイϑ・バϥンεをはじめとするಇき方改革などを推進し、ॎׂり意ࣝをഉし
νーϜ全体で՝ղܾに取り組Ή෩௨しのよいॊೈ性のある創造性・機動性の
高い組৫体制のඋがඞཁです。

˓また、ै 来のୗ৬員・ྟ 時৬員は、令和２（2�2�）年 月̐から会計年度༻৬
員制度˞にҠ行することから、ਖ਼ن৬員との適切なׂ分୲や安定的な行政ӡ
営のための人員体制のඋがඞཁです。

˓平成2�（2��7）年 月̒の地方自治๏の改ਖ਼にい、都ಓݝや指定都市にରし
て෦౷制制度˞ಋೖがٛづけられ、現ࡏ、地方ެஂڞ体における෦౷制
制度のಋೖにؔする機ӡが高まっています。このよ͏ な中で、小牧市では、平成
23（2���）年度より෦౷制の一としてϦεΫϚωジϝンτに取り組んできました
が、෦౷制のさらなるॆ実ڧ化を図るために、より一の効果的・効率的な行
政ӡ営の組みやίンϓϥイΞンε˞体制のཱ֬などがඞཁです。

˓これまでに市政ӡ営におけるओཁ՝のղܾにけた市政戦略会議の։࠵、
第̒次小牧市総合計画新基本計画をى点とした新たな1%$"αイΫルによる進
ḿ理などを行ってきましたが、今後も行政のさま͟ まな活動による成果をධՁ・
。配分適切にөするඞཁがありますࢉし、将来の事業計画や༧ূݕ

˓またۙ年は、自治体業における*$5（"*・31"˞など）の活༻が目されており、
ै来からの会議の効率化やࢴの減などにՃえて、さらなる行政事の効率化
や効果的な施策推進にけた活༻をݕ౼するඞཁがあります。
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【関連条例・関連計画】
　・小牧市人ࡐ育成基本方
　・小牧市事分ঠ条例

ඪࢦͼঢ়ଶٴ策のతࢪຊج˗
【基本施策の目的：目指すまちの姿】

これからの時代に必要とされる人材の育成や課題解決につながる組織
体制の構築、経営資源の適正配分などを通じて効果的・効率的な行政運営
を推進します。

【まちの状態を表す指標】
指ඪ໊ 基४ 目指す方

体における৬員のॱ位ஂࣅྨ ��2�ஂ体 ˢ

市ॴにおける育ٳࣇ業取ಘ率 �2�7ˋ ˢ

分野別計画編のまちのঢ়ଶをදす指ඪの改ળ ʵ ˢ

ܥ策の体ࢪຊج˗
基本施策 ӡӦߦ 展։方１ Ϛωδϝϯτͷਪਐͱࡐʹଈͨ͠ਓ࣌

৫ମ੍ͷඋΛ͍ߦ·͢

展։方２ ਓͱ৫Λੜ͔͢෦౷੍ମ੍Λඋ͠·
͢

展։方３ �*$5（"*ɾ31"）׆༻͠ͳ͕ΒޮՌతɾޮ 
తͳߦӡӦΛਪਐ͠·͢
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˗ల։方 ɿ̍࣌�ʹଈͨ͠ਓࡐϚωジϝンτの推進ͱ�
৫体੍のඋΛ͍ߦま͢

ʲ目標ʳ
˓৬員一人ͻとりが、自治体に求められるׂをೝࣝし高い意ཉを持って৬に取

り組Ήとともに、創造性・機動性の高い組৫体制をඋします。
【手段】
˓৬員の適ਖ਼配ஔを継続して推進するとともに、人を重ࢹした৬員࠾༻やઐ

的なࣝを持つ人ࡐを֬อします。
˓業ྔの動などを踏まえ、ม化にॊೈにଈԠできる৬員体制・配ஔを進めます。
˓৬員のڅ༩ਫ४の適ਖ਼化を継続する΄か、人事ධՁ制度のӡ༻を௨じて৬員

のモνϕーション上や成長を促します。
˓これからの時代にඞཁとなる৬員を育成するための人ࡐ育成基本方や৬員

の行動ൣنを策定します。
化しまڧ育体制をڭをҡ持するため、ϋϥεϝンτにؔする৬員ڥな৬ྑ˓

す。
˓৬ݚमなどの活༻の΄か、৬員がඞཁなࣝやٕ能などを自らੵۃ的に

にけられるڥをඋします。
˓ϫーΫ・ϥイϑ・バϥンεなどಇき方改革を推進し、৬員が意ཉ的・効率的にಇく৬

෩をৢ成します。
˓市民にしまれ৴པされる৬員となるよ͏ に、৬員の૭口ٴびిԠରなど۰

Ϛφーの上に取り組みます。
˓継続的な事分ঠの見直しをؚめた組৫体制のඋに取り組みます。
。的にઃஔ・活༻しますۃしてରԠするԣஅ的な組৫をੵܞ෦ॺが࿈ؔ˓
【展開方向の進捗状況を測定するための指標】

指ඪ໊ 基४ 目指す方
自՝の組৫目ඪをೝࣝして৬に取り組んでいる৬員のׂ
合 ʵ ˢ

行動ൣنの༰を理ղしている৬員のׂ合 ʵ ˢ

૭口などでの৬員のԠରにຬしている市民のׂ合 �7�3ˋ ˢ

組৫ԣஅ的なϓロジΣΫτνーϜのઃஔ ３ ˢ
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˗ల։方 ɿ̎ਓͱ৫Λੜ͔͢෦౷੍体੍Λඋ͠ま͢
【目標】
˓組৫目ඪのୡ成にけて、適切な業行体制やίンϓϥイΞンε体制、৬員が

安心してಇくことができる৬ڥをඋします。
【手段】
˓෦౷制の重ཁ性にؔする৬員意ࣝのより一の上に取り組みます。
ࢀから示された෦౷制制度の基本的な組みやଞ自治体の取組みなどをࠃ˓

考にしながら、適切な෦౷制のඋを進めます。
˓෦౷制のඋの一として、ϦεΫϚωジϝンτの取組みを継続し、組৫目ඪの

ୡ成を્するཁҼであるϦεΫのચいग़しと༏ઌ度を踏まえたϦεΫରԠ策の
උ・ӡ༻などを進めます。

【展開方向の進捗状況を測定するための指標】
指ඪ໊ 基४ 目指す方

ϦεΫධՁでのϦεΫରԠঢ়گのෆඋׂ合 ʵ ˣ
自分の৬のϦεΫをೝࣝしている৬員のׂ合 ʵ ˢ
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˗ల։方 ɿ̏�*$5�ʢ"*ɾ31"ʣ׆༻͠ͳ͕ΒޮՌతɾޮ
తͳߦ政ӡ営Λ推進͠ま͢

【目標】
˓各施策の展։ঢ়گや時代の方性やχーζなどを踏まえ、より࣭の高い政策ܗ

成や業の改ળ・効率化を推進します。
【手段】
˓適ਖ਼な༧ࢉ編成や業の改ળにけ、これまでに実施した事業の୨Էしや؍٬

的なࢹ点も取りೖれた行政ධՁ制度をӡ༻します。
˓ඞཁにԠじて༗ࣝ者などをूめた会議体をઃஔ・ӡ営しながら՝ղܾに取り

組みます。
ۙ、ݝやࠃ、域的に取り組Ή՝について˓ ྡ自治体の動をࢹし、引き続き

पล自治体と情報ڞ༗を行いながらௐࠪ、ڀݚを進めます。
˓৬員の創意や改ળ意ཉを生かした提Ҋ制度・改ળ報ࠂ制度をӡ༻します。
˓"*・31"のಋೖなど行政事の効率化と生࢈性の上に取り組みます。
˓小牧市ೖࡳ制度改革基本方˞に基づき۩体的取組༰を推進します。
【展開方向の進捗状況を測定するための指標】

指ඪ໊ 基४ 目指す方
行政ධՁによる減 （ֹྦྷ計） 2�6�7ઍԁ ˢ

提Ҋ制度に基づく取組みの実施݅ ݅̕ ˢ

"*・31"をಋೖした事業 ̌ ˢ
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政ӡ営基本施策４ࡒ

ͱ՝گݱ˗
˓ۙ年、ࠃ・地方をわͣ、全ࠃ的にࡒ政ঢ়گのѱ化が年ʑ深ࠁさを૿していま

す。小牧市のࡀೖのׂ̔をめる市੫は、平成��（2��7）年度の3��ԯ����
ສԁから平成2�（2��2）年度には3�3ԯ2���ສԁと��ˋ減少しましたが、平成2�

（2��7）年度には32�ԯ66��ສԁと持ち直しています。また、今後もফඅ੫率の
引き上げ、๏人市民੫の一෦ࠃ੫化や๏人੫率の引き下げなどの੫制改ਖ਼に
よるࡀೖのӨڹを適切に分ੳするඞཁがあります。

˓一方、ࡀग़では、高齢化の進展などのӨڹによりැॿඅが૿え続け、ࡀग़総ֹに
めるٛ的経අ˞のׂ合が平成��（2��7）年度の3���ˋから平成2�（2��7）
年度には���� ま̀で上ঢしています。この結果、ࡒ政構造の力性をදす指ඪ
である経ৗऩࢧൺ率も、7��7ˋから���� ま̀で上ঢしており、ߗ直化にありま
す。

˓今後は、さらなる人口減少と少子高齢化の進展にい市੫ऩೖがさらに減少す
る一方、令和２（2�2�）年 月̐からの会計年度༻৬員制度、༮อ無ঈ化といっ
たࠃの政策に 新͏たなࡀग़や社会อোؔ࿈経අの૿େにより、ࡒ政ऩࢧのバ
ϥンεがさらにଛなわれる可能性があります。

˓また、աڈの人口૿Ճ時代にあわせてඋした多くのެݐڞஙやインϑϥ施
ઃのߋ新時ظを߇えており、今後多ֹの経අがかかることにより、ࡒ政をѹഭす
ることがݒ念されます。

˓今後も引き続き、持続可能なまちづくりにඞཁな݈全なࡒ政ӡ営をݎ持するため
には、ࡀೖとࡀग़のバϥンεをৗに意ࣝし、中長ظ的なࡒ政見௨しのもと、ෆஅの
行ࡒ政改革や新たなࡒ源の೧ग़、༧ࢉの適ਖ਼なࡒ源配分の΄か、ެ ϑΝシϦڞ
ティϚωジϝンτ˞などをڧ力に推進していくඞཁがあります。
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খڞެࢢϑΝγϦςΟϚωδϝϯτجຊํ（ެࢪڞઃ૯߹ཧܭը）ൈਮ
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つᶍᨵಟ

ᘓ᭰䛘

ᢞ㈨ⓗ⤒㈝（᪤Ꮡ᭦᪂ศ（ᇶ㔠ᙜศ））

⥔ᣢ⿵ಟ㈝（⥔ᣢ⟶⌮ศ）

つᶍᨵಟ（⠏31ᖺ䡚50ᖺ）

（ᖹᡂ㻞7ᖺ䡚36ᖺᗘ）
ᢞ㈨ⓗ⤒㈝（᪤Ꮡ᭦᪂ศ（ᇶ㔠ᙜศ㝖䛟））

ᢞ㈨ⓗ⤒㈝（᪂つᩚഛศ）

40年間の更新費用の総額 1,814億円 

1.3 倍 
2.2 倍 

【関連条例・関連計画】
　・小牧市ެڞϑΝシϦティϚωジϝンτ基本方（ެڞ施ઃ総合理計画）
　・小牧市ެڞ施ઃ適ਖ਼配ஔ計画
　・小牧市ެڞ施ઃ長ण໋化計画
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ඪࢦͼঢ়ଶٴ策のతࢪຊج˗
【基本施策の目的：目指すまちの姿】

将来にわたって、健全財政を維持します。

【まちの状態を表す指標】
指ඪ໊ 基४ 目指す方

経ৗऩࢧൺ率（ࢀ考ɿྨ （体ॱ位ஂࣅ �2��ˋ
（����ஂ体） （ɣˢ ）

考ɿྨࢀ）政力指ࡒ （体ॱ位ஂࣅ ��2�
（3���ஂ体） （ɣˢ ）

༗ݻܗ定資࢈減Ձঈ٫率˞（資࢈ٺ化ൺ率） �6�2ˋ
（平成2�年度） ˣ

） 自治体のࡒ政は、ࡀग़໘では༮ڭࣇ育・อ育の無ঈ化（令和（���2）ݩ年��月ʙ）や会計
年度༻৬員制度（令和２（2�2�）年 月̐ʙ）など、ࡀೖ໘では੫制改ਖ਼やิॿۚ減な
ど、ݝ・ࠃの政策や制度ઃ計といった֎෦ཁҼ（ϦεΫ）からେきなӨڹをडけます。

ܥ策の体ࢪຊج˗
基本施策 ӡӦࡒ 展։方１ ͢·Խ͠ڧೖ֬อͷऔΈΛࡀ

展։方２ ͢·ͱ߹ཧԽΛਪਐ͠ݮग़ͷࡀ

展։方３ ݈શͰܭըతͳࡒӡӦΛਪਐ͠·͢

展։方̐ ϑΝγϦςΟϚωδϝϯτΛਪڞըతͳެܭ
ਐ͠·͢
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˗ల։方 ɿ̍ࡀೖ֬อのऔΈΛڧԽ͠ま͢
【目標】
˓डӹ者ෛ୲のݪଇに基づき、行政αーϏεをར༻する人とར༻しない人のෛ୲

のެ平性を֬อするとともに、より多くの自ओࡒ源を֬อします。
【手段】
˓行政αーϏεの༻ྉ・खྉを定ظ的に見直します。
˓活༻できるิॿۚをੵۃ的に֫ಘするとともに、新たな自ओࡒ源の֬อに取り組

みます。
˓市੫などのऩೲ率上のため、ೲの方๏と機会をॆ実するとともに、よりੵۃ

的かつపఈしたऩ業に取り組みます。
【展開方向の進捗状況を測定するための指標】

指ඪ໊ 基४ 目指す方
市੫ऩೲ率 �6�6ˋ ˢ

˗ల։方 ɿ̎ࡀग़のݮͱ߹ཧԽΛ推進͠ま͢
【目標】
˓経අの減にめ、一のࡀग़制を図ります。
【手段】
˓経අの減を進めるため、ίετ意ࣝのపఈとඅ༻ର効果のূݕに取り組Ήとと

もに、改ળ・見直しを行います。
˓小牧市ެڞ事ίετ改ળϓログϥϜを推進し、ίετと࣭の྆໘を重ࢹした、

අ༻ର効果の高いެڞ事を実ફします。
˓初の目的がୡ成されたิॿۚやެӹ性のബれたิॿۚを定ظ的に見直しま

す。
【展開方向の進捗状況を測定するための指標】

指ඪ໊ 基४ 目指す方
લ年度初༧ࢉとൺた経ৗ事業経අの減 （ֹྦྷ計） 22���ઍԁ ˢ
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˗ల։方 ɿ݈̏શͰ計画తͳࡒ政ӡ営Λ推進͠ま͢
【目標】
˓さま͟ まな社会経ࡁ情のม化にॊೈにରԠできるよ͏ 化ڧ政基൫をண実にࡒ、

します。
【手段】
˓中長ظ的なࢹ点から、基ۚや市࠴のバϥンεの取れた活༻を進めます。
˓֬実性やࢧ४උのためのྲྀ動性の֬อにཹ意し、ެ ۚ理基४にଈしたެ

ۚӡ༻を進めます。
【展開方向の進捗状況を測定するための指標】

指ඪ໊ 基४ 目指す方
実࣭ެ࠴අൺ率 ˚���ˋ 2��ˋҎ

˗ల։方 ɿ̐�計画తͳެڞϑΝγϦςィϚωジϝンτΛ�
推進͠ま͢

【目標】
˓小牧市ެڞϑΝシϦティϚωジϝンτ基本方や各छ計画に基づき、ެ 施ઃのڞ

配ஔや総ྔの適ਖ਼化、࣭ のҡ持・上、経අのॖ減に取り組みます。
【手段】
˓人口・ࡒ政の༧ଌや将来Ϗジョンに基づき、ެ 施ઃのましいあり方についてڞ

の見直しを行います。
˓施ઃのバϦΞϑϦー化によるརศ性能上や、ڥෛՙの減を図るため、লΤ

ωルΪー化を推進します。
施ઃ全体のอ全計画をまとめ、ϥイϑαイΫルίετ˞のॖ減に取り組Ήとともڞެ˓

に、मસ、改म、ݐସえ時ظがू中しないよ͏ 経අの平४化を図ります。
【展開方向の進捗状況を測定するための指標】

指ඪ໊ 基४ 目指す方
อ全計画に基づいて実施した施ઃのमસ・改मඅ ʵ ˢ
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